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沢村 友里愛 ちゃん

父・祐介さん　母・智子さん
八幡町

ゆ り あ

松本 快 くん

父・祥司さん　母・千絵さん
栖本町馬場

かい

澤邉 奏太 くん

父・満さん　母・穂美さん
牛深町

かなた

池﨑 望結 ちゃん

父・進悟さん　母・幸恵さん
五和町御領

み　ゆ

上小手 心那 ちゃん

父・栄一さん　母・恵子さん
下浦町

ここな

岩崎 澪花 ちゃん

父・諭さん　母・真奈美さん
牛深町

みおか

深川 詩桜 ちゃん

父・大史さん　母・恵美さん
牛深町

しおん

リ
ン
ゴ
と
バ
ナ
ナ
が
大
す
き
。
い
っ
ぱ

い
食
べ
て
も
っ
と
大
き
く
な
る
よ
。

１
歳
に
な
り
ま
し
た
♡
こ
れ
か
ら
も
た

く
さ
ん
遊
ん
で
ね
！！

「
ハ
イ
」と「
バ
イ
バ
イ
」が
上
手
だ
よ
。

い
っ
ぱ
い
食
べ
て
大
き
く
な
る
ぞ
。

し
ょ
う
と
兄
ち
ゃ
ん
と
遊
ん
だ
後
に
食

べ
る
ご
飯
が
最
高
！！

１
歳
の
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
！！
毎
日

た
く
さ
ん
の
笑
顔
を
あ
り
が
と
う
。

い
つ
も
に
こ
に
こ
★
早
く
歩
け
る
と
い

い
な
〜
♪

お
兄
ち
ゃ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
い
っ
ぱ
い

遊
ん
で
ね
！！

投稿
コーナー

　実家で両親とともに葉たばこ約3.3haのほか、
米や野菜などを栽培している農業後継者。「小さ
いころから両親の手伝いをしていて、小学校６年
のときには、農業をやると決めていた」と平田さ
ん。市内の高校を卒業後、県農業大学校に進学。
その後、静岡県にある研修所での研修をへて就農
し、11年になる。
　現在は、葉たばこの収穫が最盛期。青々と大き
くなった葉たばこが農地一面に広がる。「市内で
栽培されている葉たばこは、主に香りづけとして
使われる品種です」と平田さん。収穫は、専用の
作業車に乗り、葉を一枚いちまいていねいに手で
摘んで行われ、その後乾燥機で１週間をかけて乾
燥。乾燥されて黄色に色づいた葉は、きれいに重
ねて袋につめられ、ようやく出荷ができる状態に
なる。「病気などにかからず、よく熟成した葉が
できたときは、うれしいですね」と笑顔を見せる。
　一方、市内の葉たばこ耕作者は、担い手の高齢
化や葉たばこ自体の生産調整もあり、年々減少の
一途をたどっている。25年前までは175人いた耕
作者も、現在は26人だ。平田さんは、市内の若手
の葉たばこ耕作者で組織するグループに参加し、
情報交換や交流を深めることで、団結力を高めて
いるという。「これからも葉たばこ耕作を続けて
いきたい」。平田さんは力強く語ってくれた。

葉たばこの栽培を
　　続けていきたい

平田 耕 一 さん
（栖本町・33歳）

今月の

こういち

h i t o
▲乾燥した葉の確認をする平田さん

〈８月で満１歳になるお子さん〉
●応募方法＝写真裏にお子さんの住所、氏名（ふり
がな）、生年月日、性別、電話番号、コメント
（30字以内）、保護者名（父・母）を記入してく
ださい。なお、写真はお子さんが大きく、鮮明に
写っているものをお願いします。また、写真の掲
載は９人まで（応募者多数の場合は抽選）とし、
応募写真は返却しません。

皆さんからの投稿を募集しています！
〈読者のつぶやき〉
●応募方法＝身近であったできごとや、季節に思い
をはせることなど、150字程度をまとめたものに、
ペンネームと住所、氏名、電話番号を記入してく
ださい（応募者多数の場合は選考）。

※表記などを統一するため、趣旨を変えずに文章を
直すことがあります。
※採用されたつぶやきは、この紙面に掲載します。

［郵送・持参先］〒863-8631 市内東浜町8-1（郵送の場合は住所記載不要）天草市役所・秘書課

●応募期限＝7月10日㊌まで（必着）。

13

今月で1歳になります

立川 翔慎 くん

父・大さん　母・智恵さん
亀場町亀川

しょうま

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
大
好

き
！
た
く
さ
ん
遊
ん
で
ね
☆

川原 莉琥 ちゃん

父・早人さん　母・かよさん
御所浦町御所浦

り　こ

毎
日
、
莉
琥
ス
マ
イ
ル
に
い
や
さ
れ
て

い
ま
す
！！
兄
弟
３
人
仲
良
く
ね
♡


